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資料２ 

  

介護サービスの基盤整備方針 
 

１ 介護保険施設・居住系サービス等の整備状況 

（１）介護保険施設・居住系サービスの整備状況 

 

■ 各市町における施設整備状況 

（単位 上段：床、下段：施設） 

市町名 

施
設
種
類 

介
護
老
人
福
祉
施
設 

地
域
密
着
型 

介
護
老
人
福
祉
施
設 

介
護
老
人
保
健
施
設 

介
護
医
療
院 

介
護
療
養
型
医
療
施
設 

介
護
保
険
施
設 

計 

認
知
症
対
応
型
共
同
生
活

介
護
（グ
ル
ー
プ
ホ
ー
ム
） 

特
定
施
設
入
居
者 

生
活
介
護 

地
域
密
着
型
特
定
施 

設
入
居
者
生
活
介
護 

居
住
系
サ
ー
ビ
ス 

計 

施
設
・居
住
系 

サ
ー
ビ
ス 

合
計 

佐賀市 
床数 799 40 979 66 0 1,884 600 354 0 954 2,838 

施設数 13 2 12 2 0 29 51 14 0 65 94 

多久市 
床数 79 0 133 52 0 264 35 137 0 172 436 

施設数 1 0 3 1 0 5 3 3 0 6 11 

小城市 
床数 181 20 94 0 0 295 117 60 0 177 472 

施設数 3 1 2 0 0 6 11 1 0 12 18 

神埼市 
床数 166 0 80 60 0 306 81 120 0 201 507 

施設数 3 0 1 1 0 5 6 3 0 9 14 

吉野ヶ 

里町  

床数 50 0 0 0 0 50 45 0 0 45 95 

施設数 1 0 0 0 0 1 4 0 0 4 5 

合 計 
床数 1,275 60 1,286 178 0 2,799 878 671 0 1,549 4,348 

施設数 21 3 18 4 0 46 75 21 0 96 142 

参 考 
 

  
 

   
（令和６年３月末日予定） 

佐賀県 

全 体 

床数 3,637 144 2,936 386 163 7,266 2,452 1,636 92 4,180 11,446 

施設数 58 7 41 11 5 122 194 42 4 240 362 

（令和５年１０月１日現在） 
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（２）高齢者向け住まいの設置状況 

 

■ 各市町における有料老人ホーム及びサービス付き高齢者向け住宅設置状況 

         ※特定施設入居者生活介護の指定を受けたものは除く 

  施設種類 

 

市町別 

有料老人ホーム 
サービス付き 

高齢者向け住宅 

定員数 施設数 定員数 施設数 

佐賀市 2,143 86 212 7 

多久市 136 4 17 1 

小城市 237 11 94 2 

神埼市 142 6 48 2 

吉野ヶ里町 — — — — 

合 計 2,658 107 371 12 

参考  

佐賀県 6,191 253 574 21 

（令和５年９月１日現在） 

 

 

２ 介護保険施設の入所申込者の状況 

（１）特別養護老人ホームの入所者、退所者、待機者調査の結果 

令和５年度佐賀県調査（令和５年４月１日現在） 

ア 入所者、退所者の状況 

 施設数 入所定員数 入所者数 入居率 退所者数 

佐賀中部 

広域連合 

24 施設 

（広域 21、地密 3） 
1,302 人 1,247 人 95.8％ 445 人 

県全体 
65 施設 

（広域 58、地密 7） 
3,741 人 3,548 人 94.8％ 1,304 人 

  ※退所者数は、令和４年４月１日～令和５年３月３１日の間に退所された方 

 

イ 待機者の状況 

(ア) 待機者数 

居住市町 
広域連合 

連合全体 県全体 
佐賀市 多久市 小城市 神埼市 吉野ヶ里町 

待機者数 402 31 105 54 19 611 1,730 
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 (イ) 待機者の平均年齢（県全体）  ８７．０歳 

 

 (ウ) 待機者数の要介護度（県全体） 

 要支援 要介護 
自立 未記入 

１ ２ １ ２ ３ ４ ５ 

人数 2 8 127 136 742 459 251 2 3 

割合 

％ 
0.1 0.5 7.3 7.9 42.9 26.5 14.5 0.1 0.2 

 

 (エ) 待機者の現在の住居（県全体） 

 特
養 

老
健 

療
養
型 

病
院 

養
護 

ケ
ア
ハ
ウ

ス
、
軽
費

Ａ
・Ｂ 

有
料
ホ
ー

ム グ
ル
ー
プ

ホ
ー
ム 

在
宅 

サ
高
住 

そ
の
他 

不
明 

人数 35 194 31 444 16 15 249 109 519 15 91 12 

割合 

％ 
2.0 11.2 1.8 25.7 0.9 0.9 14.4 6.3 30.0 0.9 5.3 0.7 

 

  ※在宅者の介護度別人数（県の基盤整備方針より）        

 
要支援等 

要介護 
合計 

１ ２ ３ ４ ５ 

広域連合 2 13 18 93 25 10 161 

県全体 3 60 56 233 106 43 501 

                                           ※県外者を除く調整後 

 ※第９期計画で対応すべき待機者：要介護３～５ 

広域連合 １２８人 

県全体 ３８２人 

 

(オ) 入所の必要性が高い待機者（県全体） 

 
要支援 

要介護 
全体 

１ ２ ３ ４ ５ 

入 所 の
必 要 性
高い 

人数 1 3 7 78 60 35 184 

割合 % 0.1 2.3 5.1 10.5 13.1 13.9 10.6 

１年程度
で 入 所
が必要 

人数 0 4 8 134 92 32 270 

割合 % 0 0.3 5.9 18.1 20.0 12.7 15.6 

要介護３～５の人
数のうち、在宅者
の人数 

入所必要性高い 31 19 7 57 

１年程度で入所が必要 62 31 10 103 
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３ 介護サービスの基盤整備の方針について 

「佐賀県第９期介護保険事業（支援）計画における介護サービスの基盤整備の方針」 

（令和５年１０月）より 

（１）現在の施設整備等の状況 

ア ６５歳以上の高齢者向け施設・住まいの整備状況の全国比較（都道府県） 

     第８期計画策定時  全国１３位 

     第９期計画策定時  全国１１位 

  イ 特別養護老人ホームの待機者の状況 

    特養の年間退所者数 約１，３００人 

     ※特養の入所要件を満たす待機者数 

       １，４７４人  ※内訳：要介護１・２のうち緊急、１年程度２２人 

                   要介護３～５         １,４５２人 

うち①緊急   １８３人 

          ②１年程度 ２７０人 

   ※ 年間退所者が約１，３００人であるため、緊急又は１年程度で入所が必要な待機

者４５３人は、１年より短い期間で入所が可能な状況で、特養の数は概ね充足 

 

（２）佐賀県の第９期事業計画における介護サービス基盤整備の方針 

ア 特別養護老人ホーム等の介護保険施設の整備は行わず、在宅生活を支えるサービス

の充実の推進を原則とする。 

  イ 緊急に入所が必要な方の待機期間の短縮と、介護離職防止の観点から既存施設を活

用してショートステイの定床化を可能とする。 

 

（３）待機者及び介護離職者に対応した各サービスの整備数 

  ア 対応が必要な人数：広域連合分 

   (ア) 特別養護老人ホームの入所待機者に対応するための整備分  １２８人 

     ※県の待機者調査から              （県全体３８２人） 

   (イ) 介護サービスが利用できず離職する人をなくすための整備分 １３５人 

     ※厚労省の推計方法による            （県全体３１５人） 

   ※(ア)と(イ)の重複 ９５人（県全体２２１人） 

           ↓ 

    対応が必要な人数：１２８人＋１３５人－９５人＝１６８人（県全体４７６人） 

  

イ 対応が必要な１６８人に対する第９期の各サービス整備の考え方 
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   (ア) ショートステイの特別養護老人ホーム床への定床化（県が対応） 

      ２６人分（県全体７４人分） 

      （内訳） 待機者への対応分  ２３人（県全体６４人分） 

           介護離職への対応分  ３人（県全体１０人分） 

   (イ) 居住系、在宅生活を支えるサービスでの対応分（保険者が対応） 

      １２０人分（県全体３６８人分） 

     ※居 住 系 サ ー ビ ス：特定施設入居者生活介護、認知症対応型共同生活

介護（グループホーム） 

      在宅生活を支えるサービス：小規模多機能型居宅介護、定期巡回・随時対応型 

訪問介護看護、看護小規模多機能型居宅介護 

   (ウ) サービス付き高齢者向け住宅（県（住宅行政担当）が対応） 

      ２２人分（県全体３４人分） 

 

４ 介護保険施設・居住系サービスの入所定員総数 

 

佐賀中部広域連合を含む佐賀県は、介護保険施設、居住系サービス及びその他の高齢者

向けの住まいの整備状況は、全国的にみて進んでいるといえます。このため、介護保険施

設については、第３期から第８期まで新規整備が行われておらず、第９期においても新規

整備は行われない状況です。 

本広域連合では、こういった状況において、第８期まで居住系サービスの整備を進めて

きましたが、第９期においても、介護老人福祉施設の入所待機者に対応するための整備分

及び介護サービスが利用できず離職する人をなくすための整備分に対応するため、引き続

き、総量規制がある「特定施設入居者生活介護」及び「認知症対応型共同生活介護（グルー

プホーム）」の整備を図ります。 

 

■施設サービスの入所（利用）定員総数                                  （単位：人） 

区分 
実績 計画 

令和５年度 令和６年度 令和７年度 令和８年度 

介 護 老 人 福 祉 施 設 
（定員 30 人以上の特別養護老人ホーム） 
※下段カッコ内は、ショートステイ定床化
（外数）の累計数。 

1,181 1,181  1,181  1,181  

(94) (120) 

介 護 老 人 保 健 施 設 1,286  1,286  1,286  1,286  

介 護 医 療 院 178  178  178 178  

介 護 療 養 型 医 療 施 設 43 0  0  0  

地域密着型介護老人福祉施設 
（定員 29 人以下の特別養護老人ホーム） 

60  60  60  60  
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■居住系サービスの入所（利用）定員総数 

区分 
実績 計画 第９期 

定員増加分 令和５年度 令和６年度 令和７年度 令和８年度 

認知症対応型共同生活介護 

（グループホーム） 
878 878  896  923  45 

特定施設入居者生活介護 671  671  701 761  90 

地域密着型特定施設入居者生活介

護  ※定員 29 人以下の介護専用型 
0 0 0 0 0 

 

 

５ 地域密着型サービスの整備計画 

 

（１）地域密着型サービスの利用について 

高齢者が住み慣れた地域での生活を続けることができるように、身近な地域で提供さ

れる地域密着型サービスの利用が必要なものとなります。 

本広域連合では、地域資源を十分に活用しながら、本広域連合の圏域全体で高齢者の

生活を支えるため、地域密着型サービスの利用については圏域全体の調整を図り、日常

生活圏域を越えて利用できることとします。 

また、重度の要介護者や医療ニーズの高い中度の要介護者の在宅生活などを支援する

ために、高齢者の日常生活全般を毎日複数回の柔軟なサービス適用により支えることが

可能な定期巡回・随時対応型訪問介護看護、小規模多機能型居宅介護及び看護小規模多

機能型居宅介護等の更なる普及を推進します。 

 

（２）事業者の指定等について 

地域密着型サービスの日常生活圏域を越えた利用を可能とするため、基盤整備につい

ては、引き続き、圏域全体の調整を図ることとします。事業者については、公平・公正を

期するために広く募集を行うことを原則として、地域密着型サービス運営委員会の意見

を踏まえた上で選定し、指定を行うこととします。 

 

（３）地域密着型サービスの整備方針 

   地域密着型サービスについては、認知症となっても住み慣れた地域で生活を継続でき

るように、居住系サービスである「認知症対応型共同生活介護（認知症グループホーム）」

の整備を進めます。 
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また、要介護度の高い高齢者等の在宅生活を支えるとともに、家族介護者の負担を軽

減する観点から、「定期巡回・随時対応型訪問介護看護」、「小規模多機能型居宅介護」、

「看護小規模多機能型居宅介護」といった在宅生活を支えるサービスの地理的配置バラ

ンスを勘案した整備を進め、これらのサービスの充実を図ります。 

 

■ 日常生活圏域ごとの施設数見込み 

 

日常生活 
圏域 

定期巡回・随時対応
型訪問介護看護 

小規模多機能型居宅
介護、介護予防小規模
多機能型居宅介護 

看護小規模多機能型 
居宅介護 

認知症対応型共同生活

介護、介護予防認知症

対応型共同生活介護 

実績 見込み 実績 見込み 実績 見込み 実績 見込み 

令和 5 
年度 

令和 6 
～8 年度 

令和 5 
年度 

令和 6 
～8 年度 

令和 5 
年度 

令和 6 
～8 年度 

令和 5 
年度 

令和 6 
～8 年度 

01:佐賀    1   3 1 

02:城南 1  1  1  4  

03:昭栄   1  1  5  

04:城東   3（※2）    5  

05:城西 1  2    7  

06:城北   3    2 1 

07:金泉   1    6  

08:鍋島   2    5  

09:諸富・蓮池   1    7  

10:大和   1    7  

11:富士   1    2  

12:三瀬   1    1  

13:川副   2    7  

14:東与賀    
1 

1  4  

15:久保田      2  

16:多久    1  

1 

4 1 

17:小城      5  

18:小城北 1  3   3 1 

19:小城南   1   5  

20:神埼  

1 

1 

1 
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21:神埼北     1 

22:神埼南    4  

23:吉野ヶ里  2   5  

計 3 1 26 4 3 2 98 5 
 
※1 単位は施設（数）。 

ただし、（介護予防）認知症対応型共同生活介護の単位はユニット（数）。 

※2 （介護予防）小規模多機能型居宅介護における城東地区の 3 施設のうち 1 施設は、令和 6 年度に

開設予定（第 8期事業計画において選定）。 


